
        

 令和５年度 船員安全・労働環境取組大賞 

受 賞 者：東ソー物流株式会社 / コーウン・マリン株式会社 

取組の概要：オペレーター（運航会社）の乗組員を対象として、船員法に基づく 

健康検査項目以外の検査項目を２０２０年より独自で実施（ダブル健診）する等、 

船員の健康確保に注力 

配乗子会社（コーウン・マリン）は、乗組員（及び配偶者）を対象に「福利厚生 

健診」を２０１８年より実施し、重症化及び停船リスクを軽減 

取組の名称：やっちゃるぜ！船員健やかライフ!! 

            ～運航会社と配乗子会社による健康意識向上に向けた取り組み～ 

【具体的な取組の内容】 

【具体的な成果】 

１．先進的なものであること 

《オペ：東ソー物流》 

・2021 年より、船員の健康意識を高める為、法定診断（船員手帳）とは別に、社船及び定

期傭船を対象に、オペによるダブル健診及びハラスメント教育等を実施。 

《配乗子会社：コーウン・マリン》 

・2018 年より、船員とその配偶者を対象に、人間ドック・PET・脳 MRI 等、別紙資料の通り、

全額又は 9 割の費用を会社が負担。（年齢・上限額等の要件あり。）2023 年からは「がん早

期発見 線虫検査」も導入し、乗船中も検査可能の検査となっている。 

以上により、船員ひとり一人の健康意識を向上、家族が安心できる環境づくりに貢献。 

 ２．実践性を有するものであること 

・法定健診と会社の健診による年 2 回の診断により、体調把握を促し、健康意識を高める。

・当取り組みにより、重度疾病となる前に兆候を捉え、早めの治療により、早期発見・短期

治療による安定的な運航を目的とする。（新卒から 65 歳まで元気に働ける会社を目指す。）

・船員本人が受検することを前提に、配偶者も手厚く補助、船員を支える家族の健康も留意

した取り組みである。 

 ３．継続性を有するものであること 

・陸上社員の健診と同時に行うため、毎年配船を調整し実施している。（別途実施している

訳ではない為、健診における関係先の負担が少ない。） 

 ４．他の参考となる取組であること 

・各船主が行うと、負担が増大するが、健康意識を高めることが安全運航・安定輸送に繋が

ることを荷主・運航会社（オペ）が理解した上で、傭船も含めた船団で行うため、相乗効果

として生産性を高める取り組みとなっている。（オペ主導の健康経営に則った取り組み。） 

 

個人の健康状態は個人情報に抵触する為、詳細な調査は行っていないが、疾病に伴う緊急乗下

船（感染症は除く。）運航停止は発生してないことから、船員各自の体調管理、健康意識の増

進に効果があるものと思われる。 



コーウン・マリン株式会社

KOUN MARINE CO., LTD.
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やっちゃるぜ！船員健やかライフ‼
～運航会社（オペ）と配乗子会社による健康意識向上に向けた取り組み～

健康意識を高め、
安心・安定運航を！



乗れば乗るほど健康に！～取り組みのイメージ～

配乗子会社による

各種福利厚生健診

船員向け産業医
による複合管理

オペによる

合同二次健診

法定健診

船員手帳等

配乗子会社による
各種福利厚生健診

船員向け産業医
による複合管理

オペによる
ダブル健診

船員は、不規則な労働、食生活により、基礎
疾患に罹患がちである。

また、乗船サイクルによっては、重疾
患を検出するタイミングを失いかね
ず、船員は不健康なイメージが纏
わりついている。

それらを払拭し、陸で働くより
も船で働くことが健康となる
ことを目指し、検討を行った。

幾重にも連なったカバーサー
クルにより重疾病を見逃さ
ない。

必然的に健康意識の向
上を育てるイメージ
で取り組みを行った。

新東明1号



ヘルスフィルターでリスクヘッジ！

4つのヘルスフィルターで重疾病となる前に兆候を捉える！

これらのフィルターにより、体調不良となる兆候を見出し
長期休業或いは復帰不能を回避する！

やっときゃ
よかった…

新東明1号



健康促進で長く安定的な運用を目指して

船員の一生 ～健康で長く後悔ない船員人生を全うするために～

法定健診で再検査
→拘束力なし！
→自分は大丈夫！

気付いた時は重疾病化
→兆候を見逃し重病

船員として働けず
やむなく早期引退

法定健診＋ダブル健診
→自身の体の状態を把握
→危機意識も倍増！
→兆候も捉えやすい！

早めの治療
→早期発見
短期治療・複船！

法定健診＋ダブル健診＋福利厚生健診
→兆候を逃さない
フィルターを年齢に応じて追加！

→重症化させない！
→兆候を捉え、短期間の治療で復帰☆

健康で再雇用も叶い
悔いのない船員人生
→長く健康に働け、
会社も家族も安心安定

早く気付いて
治療していれば…

新東明1号

定期用船先（東阿海運㈱、東央海運㈱、東雄海運㈱、㈱南陽マリ
ン、尾崎海運㈱、コーウン・マリン㈱）の乗組員を対象に3年前か
らダブル健診実施！健診後は各社へで健康傾向を報告。（左図）
各船・個人へは個別に結果を報告。（下図）

各社別集計表

各船別結果一覧表（個人へは結果手渡し）



なぜ健康意識を高める必要があるのか！？ 新東明1号

消化器系（83）

循環器系（61）

新生物（54）
筋骨格系（88）

呼吸器系（28）

精神行動障害（34）

尿路性器系（16）

神経系（13）

目・付属器（12）
皮膚（10）

その他（27）

疾病別休業発生状況（2021年度／人）

合計426名
（感染症除く）

3日（26）

4～7日（73）

8～29日（364）

30～89日（154）

90日以上（78）

死亡（8） 不明（2）

疾病に伴う休業日数別発生状況(2021年度） 下の表は、2021年度のおける
疾病に伴う休業日が発生した症例
（部位）別に取り纏めた表となり
ます。

腰痛が主な要因である筋骨格系が
多い一方で、消化器系、循環器系、新生物と
生活習慣病に起因するものが約50％を占めて
います。

上の表は、2021年度の疾病における休業日数
をまとめた表です。

一旦休業が発生すると約85％が8～
90日以上の日数であり、本船で発
生してしまうと運航に大きな支障
を与えます。兆候を捉え、早期に
治療することが大事です。

※R5年3月発表国土交通省海事局船員政策課による
「船員災害疾病発生状況報告集計書」より出典



新東明1号なぜ健康意識を高める必要があるのか！？

～19歳, 8

20～24歳, 72

25～29歳, 65

30～34歳, 56

35～39歳, 55

40～44歳, 65

45～49歳, 76

50～54歳, 53

55～59歳, 81

60歳以上, 174

年齢階層別発生状況（年齢・人）

合計 705人

右の表は、年齢の階層別の疾病発生
数となります。

年齢別にみていくと内航海運の中枢
を担う45歳～49歳が76人と増え、45
歳以上の船員の疾病発生数は全体の
60％を超える状況となっています。

若い世代から健康を意識していれば、
働き盛りの世代で重疾病化して長期
間下船するようなことは避けれるの
ではないでしょうか。

健康意識を高め、本人も家族も会
社も安心でき、安定
的な運航を維持してい
く為、取り組みを継続
していきます。

※R5年3月発表国土交通省海事局船員政策課による
「船員災害疾病発生状況報告集計書」より出典



オペ（運航会社）によるダブル健診（2020年～）

メンタルヘルス講習
健診前の問診

身体測定

血液検査

血圧測定 胸部X線

検査項目：
診察所見
聴力
胸部X線
血圧
貧血
肝機能
血中脂質
血糖
尿蛋白
尿糖
心電図

外部講師による
ハラスメント講習

新東明1号

視力検査

物性再教育

新東明1号

ｸﾚｱﾁﾝ/尿酸
ﾅﾄﾘｳﾑ/ｶﾘｳﾑ
ｸﾛｰﾙ/ｶﾙｼｳﾑ
無機ﾘﾝ/血清鉄
ALP/LAP/LDH
ｺﾘﾝｴｽﾃﾗｰｾﾞ
CPK／ｱﾐﾗｰｾﾞ
CRP定量
HBS抗原
血小板
LDLｺﾚｽﾄﾛｰﾙ
総ｺﾚｽﾄﾛｰﾙ
PSA/eGFR/nonHDL-C

血液検査：
BMI/腹囲
視力
胃部X線
便潜血
尿-潜血
白血球
ﾍﾏｸﾘｯﾄ値
総蛋白
ｱﾙﾌﾞﾐﾝ/ A/G比
総ﾋﾞﾘﾙﾋﾞﾝ
直接ﾋﾞﾘﾙﾋﾞﾝ
尿素窒素
ｸﾚｱﾁﾝ/尿酸



人間ドック

臓器別ドック
（脳・肺・心臓等）

API検査
（血管の硬さ検査）

N-NOSE
（尿でわかる

がん線虫検査）

BNP検査
（心疾患の兆候検査）

配乗子会社による福利厚生健診（2018年～） 新東明1号

脳MRI

船員が船で安心して働けるのは、奥さんのおかげ！
だから、旦那さんの受健を前提に奥様まで、手厚い
検査補助を行っている☆

自覚症状が出てからでは
遅い！各自気になるとこ
ろ（検査種別）を選んで、
年に1回の精密健診！

長く、安心して働いても
らうために90％～全額を
会社が補助！

PET及び
PET/CT



新東明1号健康確保に向けた教育・喚起について（心疾患・脳疾患）

最後に...

「アウトソーシングで丸投げ」
することなく、普段からの教
育・注意喚起も重要！

本人の自覚も大事だが、乗組員
同士が、お互いに注意し合う雰
囲気を作ることが大事！

最低限の知識で、仲間の変化に
気付き、適切な報連相・処置に
より、命の危険を回避できるか
も知れない。

これまで紹介してきたヘルス
フィルターと共に、健康意識を
根付かせる弛まぬ努力により、
船員の健康を支え、家族も会社
も安心・安定な輸送を目指して
いきたい。



健康確保に向けた教育・喚起について（感染防止教育の一例） 新東明1号
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